
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月号 

羽生市立川俣小学校 

令和８年９月３０日発行 

児 童 数 １ ２ ６名 

二学期が始まり、はや一ヶ月。幸いにして今のところインフルにり患した児童はおりません。原
因の一つはこの長雨といわれています。雨の日は、休み時間に外遊びをさせたいといつも思います。 
外遊びは身体能力を高め、ストレス発散になることはもちろん、脳の活性化にもつながります。

運動や遊びの有酸素運動は、記憶力や学習能力を高めることが科学的に証明されています。また、
楽しい遊びの中で、共感性やコミュニケーション力が育ち、人間関係の円滑化にもつながります。 
そこで晴れた日の業間・昼休みは、子供達とドッジボールをしています。誰もがボールを投げた

がりますが、川俣小の子供達は、まだボールを投げていない子にちゃんと譲ってあげたり、低学年
の子には優しく投げたりしてあげるので立派です。そしてチャイムがなるとすっきりした顔で教室
に入っていきます。子供達は、リフレッシュすると同時に、遊びから多くを学んでいます。 
 

 私が小学生の頃も、遊びは毎日ドッジでした。５年生の時、学級に体が大きく運動神経抜群な「ボ
ス」がいました。彼は自分のチームに強い子ばかりを集めました。ラインを踏んでもボールが当た
っても「踏んでない。当たってない」と強弁し、不利なジャッジを一切認めませんでした。そのた
めボスのチームは連戦連勝。そのチームに入れてもらえなかった私は疑問を感じていました。 
 
 ある日、私は親友と二人でボスに「俺たちもう抜ける。」と宣言し、「正義のドッジボール」を
始めました。メンバーは二人だけ。公平にチームを分け、反則は一切しない。それがルールでした。
ボスたちはそんな私達をみて、「二人だけかよ！」とせせら笑っていました。ところが、日が経つ
につれ、ボスのチームでドッジボールをしていた子が一人、二人と抜け、「俺たちも入れて。」と
いってきたのです。こうして「正義のドッジボール」は、人数がどんどん増えていきました。 
 ある日とうとうボスが来て、こう言ったのです。「俺もルールを守るよ。だから、入れてくれ。」 
こうして全員がルールを守って、楽しくドッジボールで遊べるようになったことを思い出します。 
 私が休み時間子供達と遊ぶのも、こうした思い出が未だ残っているからかもしれません。 

校長 小林 央士 

川俣小学校だより 
夢に向かって

がんばる 

川俣っ子 
かかわわままたたのの子子  

 川俣小学校では例年、「利根川の魅力を育む会」（以下「育む会」）の皆 
様、利根川の河川敷工事などを請け負っておられ、６年生の職業体験でも 
お世話になっている小川工業様のご指導・ご支援のもと、「利根川ラフティング・ツアー」を行
っています。タクシーで利根大堰近辺まで行き、そこからボートでおよそ 2.5㎞を約１時間３０
分ほどかけて川を下り、学校近くの河川敷までラフティング体験を行うものです。子供達の安全
のために、６月２３日に事前学習としてライフジャケットの着用方法や緊急事態に備える救命訓
練について実施し、予定通り９月１４日（月）に全員参加で行うことができました。 
 この日は前の週に長雨が続いたことで利根川が増水し、実施が危ぶまれました。利根川河川事
務所とも連携し、水位を見守っていると、月曜の朝には安全な水位まで下がったことが確認でき
ました。よし！とばかりにタクシーに乗っていざ出発。スタート地点に到着しました。 
 「育む会」の皆さんは「流れが速いですよ」とおっしゃっていましたが、漕ぎ出してすぐに実
感することができました。パドルの使い方を教えていただいたのに、漕がなくてもボートはすい
すい進みました。昨年水切りができた中州も見当たらないぐらい、水は多かったようです。 
 
 それでも子供達はみな、普段は見ることができないボートから眺める利根川の姿に心奪われて
いました。青空のもと、陽の光に照らされた青い水面のなんと深く、美しいことか。「きれーい
…」という感嘆の言葉が幾度も聞こえました。流れの速さからゴール地点には６０分で到着しま
した。余った時間で楽しく川遊びをして、全員が大満足で体験を終えることができました。 
 ここのところ、「数十年に一度の豪雨」「線状降水帯」「大型台風の接近」等、自然の猛威を
表す言葉が飛び交っています。それでも関東平野を築き、大地に豊かな恵みを与える「坂東太郎」
は普段は穏やかで美しい素顔をみせてくれるのです。子供達は自然を大切にすることの意味をま
た一つ、理解したと思います。「育む会」と小川工業の皆様、大変ありがとうございました。 
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☆１０月２日（金）の下校は、来年度入学する新１年生の就学時健康診断のため、１３:００下校となります。 

☆第２回資源回収は、１０月３日（土）８：００～を予定しています。ご協力をよろしくお願いします。 

☆１０月７日（水）・８日（木）は、修学旅行のため、登校班に６年生が不在となります。交通安全に十分気を付け

て登校するよう声掛けや、見守り等をお願いします。 

☆月１回、スクールカウンセラーが来校し、児童・保護者へのカウンセリングを行っています。１０月は、９日（金）
９：３０～となります。カウンセリングを希望する方は、事前に担任または学校までご連絡ください。 

 

避難訓練９/4（金） 
地震発生後、３F 配膳室から

出火したことを想定して行い
ました。全校児童「おかしも
ち」をしっかりと守り、真剣
に訓練に参加しました。 

9 月、全校で「郷土を描く美術展」の水
彩画制作に取り組みました。５年生は、三
村武先生に田長神社について教えていた
だき、心を込めて描き上げました。 
作品公開 9/28（月） 29（火）10/1（木） 

14:45～16:20 
10/2（金）15:30～16:20 
 

1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 木 フッ化物

2 金 就学時健康診断　 家読

3 土 家読　 資源回収②　 8: 00開始

4 日 家読

5 月 一斉下校　 SSW来校

6 火 朝会　 ヘル歯ーチェッ ク

7 水 修学旅行第1日目　 給食試食会　 学力アップ

8 木 フッ化物　 修学旅行第2日目

9 金 SC来校

10 土

11 日

12 月 スポーツの日

13 火 なかよし班（ 計画）

14 水 ク ラブ

15 木 フッ化物　 藍染め体験： 3年

16 金 社会科見学： 3年

17 土

18 日

19 月 令和８ 年度第２ 回羽生市教育委員会学校訪問

20 火 羽生市教育委員会・ 東部教育事務所支援担当訪問・ 学力向上推進担当学校訪問

21 水 ク ラブ　 市長ふれあい訪問

22 木 フッ化物

23 金 ふれあいデー

24 土 ヒ ューマンフェスティ バル北埼玉2026

25 日

26 月

27 火 音楽・ 音読朝会　 救助袋訓練2校時： 6年

28 水 学力アップ

29 木 フッ化物　 羽生市内小中学校音楽会： 4年

30 金 第4回学校運営協議会　 15: 00～16: 00

31 土 ふれあいまつり 　 ※振替休業日： 11月2日（ 月）

1 日 家読

2 月 振替休業日（ ふれあいまつり ）

3 火 文化の日

4 水 道徳示範授業： 4年　 つく ば国際大学東風小学校　 齋藤眞弓　 様　 委員会

5 木 社会科見学： 5年

6 金 家読

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

1～6年　 14: 40

　 1～3年　 14: 40 4～6年　 15: 30

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

1～3年　 14: 40 4～6年　 15: 30

1年14: 20 2～6年　 15: 10

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

1年14: 20 2～6年　 15: 10

1～3年　 14: 40

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

1～3年　 14: 40 4～6年　 15: 30

1年14: 20 2～6年　 15: 10

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

　 1～3年　 14: 40 4～6年　 15: 30

1～6年　 13: 00

　 1～6年　 14: 45

日 曜 学校行事等
下校時刻

1年14: 20 2～6年　 15: 10

1～2年　 14: 40 3～5年　 15: 30

1～3年　 14: 40 4～5年　 15: 30　

1年14: 20 2～5年　 15: 10　 6年　 16: 20

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

4～6年　 15: 30

12: 30

1年14: 20 2～6年　 15: 10

1～2年　 14: 40 3～6年　 15: 30

1～4年　 14: 40 5～6年　 15: 30

おなか元気教室 

９/11（金） 
3 年生がヤクルト販売株

式会社の方から「早寝・早起
き・朝ごはん・朝うんち」の
大切さを学びました。 


